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合 計合 計合 計
818818億億
9,6519,651万万円円
818億
9,651万円

市税　
57.8%
473億1,719万円

固定資産税
223億1,454万円

市民税
193億2,512万円

その他の税
都市計画税・市たばこ税・軽自動車税

56億7,753万円

諸収入
貸付金元利収入など

63億5,466万円

国県支出金
国・県からの補助金など

101億5,544万円

市債
市の借入金

60億3,220万円

譲与税・交付金・交付税
国から地方に譲与される税金など

50億3,684万円

繰越金 ほか
前年度からの繰越金や
寄付金・財産収入など

38億4,218万円

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
市営住宅使用料・施設
入所者の負担金など

31億5,800万円

依存
財源

 25.9
%

自

主財源 74.1

％

自

主財源 74.1

％

自

主財源 74.1

％
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固定資産税
47.2%

8万5,327円

固定資産税
47.2%

8万5,327円

固定資産税
47.2%

8万5,327円

市民税
40.8%

7万3,896円

市民税
40.8%

7万3,896円

市民税
40.8%

7万3,896円

合 計
18万
932円

都市計画税都市計画税
7.6%7.6%

11万万3,738円3,738円

都市計画税
7.6%

1万3,738円

市たばこ税市たばこ税
3.6%3.6%

6,4886,488円円

市たばこ税
3.6%

6,488円

軽自動車税軽自動車税
0.8%0.8%

1,483円1,483円

軽自動車税
0.8%

1,483円

※市民1人当たりの金額は、平成21年
3月末現在の富士市の総人口（外国人
を含む）26万1,519人をもとに計算
しています（3 ページも同じ）。
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歳入の約6割は
皆さんの市税

歳入の約 6割を占めるのは、市
民や企業の皆さんから納めていた
だく市税です。平成20年度の市税
の決算額は約473億円で、前年度
から約16億円の増加となりました。

これは、旧富士川町と合併した
ことによる個人市民税・法人市民
税の増加、及び一部業種の設備投
資や家屋の新増築による固定資産
税の増加が主な要因に挙げられま
す。

市税収入を
市民1人当たりに換算すると…
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24.6%24.6%24.6%

15.9%15.9%15.9%

13.6%13.6%13.6%
12.8%12.8%12.8%

12.8%12.8%12.8%

10.3%10.3%10.3%

10.0%

合 計
779億
8,067万円
779億
8,067万円

民生費
社会福祉などに
191億4,612万円

総務費
市民生活や
市の管理などに
106億2,771万円

教育費
学校整備や
社会教育などに
99億4,913万円

消防費ほか
消防・防災対策などに
99億9,062万円

衛生費
保健医療や
生活環境などに
80億991万円

公債費
市債などの償還金などに
78億3,763万円

土木費
道路や河川
などの整備に
124億1,955万円

（ 7 ）

歳
　
出

民生費
7万3,211円
民生費
7万3,211円
民生費
7万3,211円

土木費
4万7,490円
土木費
4万7,490円
土木費
4万7,490円

総務費
4万638円
総務費
4万638円
総務費
4万638円

教育費
3万8,044円
教育費
3万8,044円
教育費
3万8,044円

消防費ほか
3万8,203円
消防費ほか
3万8,203円
消防費ほか
3万8,203円

衛生費
3万628円
衛生費
3万628円
衛生費
3万628円

公債費
2万9,970円
公債費
2万9,970円
公債費
2万9,970円

合 計
29万
8,184円

用
語
の
説
明

歳
　
　
入

年
度
内
に
入
っ
て
き
た

お
金
。
　
　
　
　
　
　

歳
　
　
出

年
度
内
に
使
っ
た
お
金
。

自
主
財
源

市
が
独
自
に
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
お
金
。
市

民
税
、
固
定
資
産
税
、
使

用
料
や
手
数
料
な
ど
。

依
存
財
源

自
主
財
源
に
対
し
、
国

や
県
な
ど
か
ら
入
っ
て
く

る
お
金
。
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
、
市
債
な
ど
。

市
　
　
債

市
が
大
き
な
建
設
事
業

な
ど
を
行
う
た
め
に
、
国

や
銀
行
な
ど
か
ら
長
期
に

わ
た
っ
て
借
り
る
お
金
。

国
県
支
出
金

特
定
の
事
業
の
財
源

と
し
て
、
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
。

歳出を目的別に見ると、福祉関係の費用である民生
費が24.6％を占め、7年連続で一番高くなっています。

民生費は、本格的な少子高齢社会の到来を受け、今
後も高水準で推移することが見込まれます。

歳出のトップは 7年連続で民生費

国や県からの補助金などを活用
して、市民1人当たりの市税収入
の1.6倍以上の行政サービス（支
出）を提供しました。

（ 3 ）

平成20年度 決算報告

歳出を市民1人当たりに換算すると…


